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発刊こそ 2011 年だが、1958 年にテキストの⼤部分は完成していたセレンデ







類型と⽣起メカニズムを概念的に導出した。他にも、経営組織論(Cunha et al., 





















































できていなかった 5 ケース、分析単位が企業ではない 2 ケース、分析時にエラ





































 コーディング後、B および C がコーディング部分のゆらぎを調整した。セレ
ンディピティと思われる現象が複数の⽂章によって記述されているとき、コー









































経 営 戦 略：意図せざる有益な経営戦略の変化 
経 営 資 源：意図せざる有益な経営資源の獲得 
組 織：意図せざる有益な組織変化 
科学・技術：意図せざる有益な科学的発⾒や技術進歩 
















































 分析の結果、32 のケースから合計 129 のセレンディピティが特定された（図












種類 n 最⼩値 最⼤値 平均値 標準偏差
全セレンディピティ 129 2 10 4.1 2.51
背景セレンディピティ 39 0 4 1.3 1.15







 背景セレンディピティは、図表 2 の通りである。背景セレンディピティは合





































































































（http://www.okochi.or.jp/hp/f05.html，2020 年 9 ⽉ 12 ⽇確認） 
2 ⼀橋⼤学イノベーション研究センター「⼤河内賞プロジェクトについて」
（https://www.iir.hit-u.ac.jp/blog/2012/08/08/ gcoe ⼤河内賞ケース研究プ
ロジェクトについて/，2020 年 9 ⽉ 12 ⽇確認） 
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松下電⼦⼯業・電⼦総合研究所：移動体通信端末⽤ GaAs パワーモジュールの開発 
 












































































































































⻘島⽮⼀ 新⽇本製鐵： コークス炉炭化室診断・補修技術  
⼤久保いづ
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⽉ 12 ⽇確認）よりダウンロードすることができる。ID は著者が付番したもの、ケース ID は⼀橋⼤学イノベーション研究セン
ターが付番したものである。 
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